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AAppppeennddiixx  33  自自由由記記述述課課題題のの具具体体例例  

  

  

  

  

  

 

適適切切   
・最近のスマートフォンの機種は電波吸収フィルターがついており，心臓ペースメーカーなど

を装着した不整脈患者に対する影響がほとんどなく，電源を切らなくてもよいのではないか，

ということを知らせている。また日常生活で影響が大きいのは，万引き防止の電子商品と IH
炊飯器であると知らせている。   
・携帯電話の電波は心臓ペースメーカーなどを装着している不整脈患者に影響を与えるものだ

と考えられているが，現在の携帯電話は電波吸収フィルターがついているため，影響が出るこ

とはない。携帯電話よりも電子商品監視装置や電磁調理器の方がペースメーカー類に与える影

響が大きいこと。   
・本文では，電車内の優先席における携帯電話の使用に関する説明を行っていた。2007 年当

時，心臓ペースメーカーを装着している患者が若者が優先席の前で携帯電話を使用しているこ

とに不安を感じていた。当時，携帯電話の電波が心臓ペースメーカーに悪影響を及ぼすと考え

られており，携帯電話はペースメーカーから 22cm 話すとされていた。しかし，それが必要な

のは 2012 年のサービスが終了した古い機種だけである。   
・ペースメーカー使用者にとって携帯電話の電波は危険なのかどうかを説明している。総務省

が出した指針から「携帯電話はペースメーカーから 22cm 離す」とあり，危険性を感じつつも，

実は 2012 年でサービス終了されているほとんど使われていない古い機種の携帯電話のみを指

している。最近の機種は電波吸収フィルターがついていて，悪影響を及ぼすことはない。   
  
誤誤解解：：   
・電車の優先席付近がスマートフォンの電源を切る意味を実際に実際に起こっている患者や当

事者の不安をあまり正確ではない医師の断言により，総務省が動き調査をした話。  
 
価価値値的的読読解解   
・ペースメーカーに携帯電話の電波が影響をもたらすのは古い話。携帯電話よりも，影響があ

るのは「万引き防止用の電子商品監視装置」と「IH 炊飯器」影響があっても，離れれば元に戻

る。電車内でのアナウンスで携帯電話の使用を控えるアナウンスは時代遅れ。   
・ペースメーカーを装着した患者は携帯電話による電波によって身の危険を感じていた。しか

し，今ではその問題は改善され，身体に影響を及ぼすことはない。総務省は携帯電話から 22cm

離すよう心がけることを呼びかけているが，技術が良くなった今ではあまりきにしなくても良

いのかも知れない。ペースメーカー類に影響が大きいのは電子商品監視装置と電磁調理機器の

IH 炊飯器だそうだ。技術がよくなっていても，携帯電話は大丈夫になってもまだ弱点がある。

それを改善し，弱点がなくなったペースメーカーができることを期待したい。   
・携帯電話の電波は現在ではペースメーカーにほとんど影響しないのにもかかわらず，それを

誤解している人が未だに居るということとそのために他人に優先席付近での携帯電話の使用

の禁止を制限する人などの間違った知識を広めてしまう場合があるので，新しい情報を常に取

り入れる事の大切さを知らせたい。   
・どういうことを説明→電子機器と人間の関係性。解説→まったく影響がない。知らせ→日本

の呼びかけはおかしい。   

価価値値的的読読解解ででははなないいがが，，不不適適切切なな読読解解   
・・携帯電話は日本では電波による害があるといったアナウンスがあるが，あまり影響はなく最

悪の環境下で影響が見られるが，他国ではアナウンスをするほど電波による被害はない。   
・スマートフォンができてすぐの頃は見慣れていないため，危険だと思われていたが，実は現

在ではそこまで危険ではなく，むしろ疑われていない物の方が影響が大きいということ。実は

危険そうな物が危険ではなく，危険ではなさそうな物が危険なときがあるということを知らせ

ているのだと思った 

※下線部は「価値的読解」や「価値的読解ではないが，不適切な読解」と判断した箇所。 
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■研究成果概要（目的、実施内容、結果、今後の課題など） 

問題と目的 

自己臭関係付け症 (olfactory reference disorder;以下，ORD) とは，不快なニオイを放

っているというとらわれを有することを特徴とする強迫症および関連症群の一種であ

る (American Psychiatrist Association, 2022)。ORD 症状は個人の精神的健康や社会生活

に否定的な影響を及ぼすとされるため  (Greenberg et al., 2016; Phillips & Menard, 

2011)，症状の予防が喫緊の課題となっている。 

 予防に取り組むためには，リスク要因の同定が必要とされるが，ORD 症状のリスク

要因に関しては，ほとんど明らかになっていない。しかし，ボディイメージの歪みと

して知られる摂食症や身体醜形症では (Henn et al., 2019)，社会的に魅力的とされる体

型や外見になることのプレッシャーを受けることと，そうした理想を内在化すること

が病理の深刻さと関連することが報告されている (e.g., Cafri et al., 2005; Thompson & 

Stice, 2001)。ボディイメージは，身体に対する考えや感情，行動と定義され (e.g., Cash 

et al., 2004)，自分の身体のニオイについて悩む ORD もボディイメージの歪みに関連す

る疾患の一つと考えられる。よって，ORD においても，社会的に理想とされる「無臭」

や「不快ではないニオイ」 (Lazakis, 2019) になることのプレッシャー，並びにそうし

た社会的な理想を自分の理想として内在化することが，過度にニオイにとらわれるこ

とのリスク要因となっている可能性がある。 

 また，予防においては保護要因の同定も重要である。近年，ボディイメージの歪み

を特徴とする疾患において，ボディ・アプリシエーションが保護要因として着目され
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ている。ボディ・アプリシエーションとは，自身の身体を受容し，好ましい意見をも

ち，尊重することを意味する (Avalos et al., 2005)。先行研究では，メディアからのプ

レッシャーを感じている程，痩身理想を内在化し，それが食行動異常の増加に繋がる

という関係がみられたものの，その関係をボディ・アプリシエーションが調整してい

たことが報告されている (Jankauskiene & Baceviciene, 2022)。 

このように，ORD 症状のリスク要因や保護要因の存在が推察され，これらを明らか

にすることは予防プログラムを検討する上で重要であるにもかかわらず，その検討は

十分とはいえない。そこで本研究では，ニオイのとらわれと関連する社会文化的要因

の検討，並びに社会文化的要因がニオイのとらわれに及ぼす影響をボディ・アプリシ

エーションが調整するという調整媒介モデルの検証を目的とする。なお，ORD の発症

年齢は 20 代前半であるという報告が多く (Begum & McKenna, 2011; Greenberg et al., 

2016; Sofko et al., 2020)，予防教育の実践は若者に行うことが適切と考えられる。よっ

て本研究では，深刻な病理を引き起こす ORD に対する予防プログラムの開発の第一

歩として，ボディイメージの観点を取り入れ，以下の仮説を若者を対象に検証する。 

仮説 1：社会的に理想とされるニオイになることに関する周囲からのプレッシャーを

知覚している者ほど，ニオイへのとらわれが高い。 

仮説 2：社会的に理想とされるニオイになることを内在化している者ほど，ニオイへ

のとらわれが高い。 

仮説 3: ボディ・アプリシエーションの低い者においては，理想のニオイになること

に関する周囲からのプレッシャーを知覚している者ほど，ニオイへのとらわ

れが高く，この関係はニオイ理想の内在化の高さを介してみられるが，ボデ

ィ・アプリシエーションが高い者においてはそのような関係はみられない。 

 

方法 

1) 調査時期 

2024 年 12 月〜2025 年 1 月 

2) 調査対象者 

18 歳以上 30 歳未満の日本語が読める者 400 名（男性 155 名，女性 241 名，その他

4 名，平均年齢 25.85 歳，SD = 2.73）が本調査の対象となった。 

3) 調査手続き 

インターネット調査 

4) 質問紙の構成 

デモグラフィック変数 年齢と性別を尋ねた。 

自分のニオイについての考えを尋ねる項目 自分のニオイの満足度，自分のニオイ

の認識，自分のニオイを変える願望について，生田目他 (2022) を参考に尋ねた。 

自己臭関係付け症の予防に関するボディイメージの観点からの検討 

－3－ 

 Sociocultural Attitudes Towards Odor Questionnaire (以下，SATOQ) 社会的に理想

とされるニオイを内在化している傾向とそうした理想のニオイになることのプレッシ

ャーを周囲から感じている傾向を評価する尺度を作成した。尺度は，外見に関する理

想の内在化やプレッシャーを評価する Sociocultural Attitudes Towards Appearance 

Questionnaire-4 (Schaefer et al., 2015; Yamamiya et al., 2016) 等を参考に，申請者らがニ

オイ版の項目を作成した。作成後は，大学生，並びに自己臭恐怖の専門家からの確認

を受け，妥当性を検討し，必要な修正を加えた。尺度は 31 項目 5 件法であった。 

 SATOQ の分かりやすさを尋ねる項目 本研究で作成する SATOQ の分かりやすさを

尋ねるための項目を 1 項目尋ねた。 

 自我漏体験質問紙 自分の心身で生じていることが言わずとも周囲に伝わり，ネガ

ティブな結果が予測されるという健常範囲で体験される自我漏洩体験を尋ねる尺度で

ある (松下・宮成, 2010)。本研究では，自己臭恐怖項目 7 項目と醜形恐怖項目 8 項目

を用い，5 件法で回答を求めた。自己臭恐怖は，ORD 症状と共通の疾患単位を有する

とされており (Suzuki et al., 2004)，本尺度は健常群を対象に開発されているため，ニ

オイのとらわれを評価する質問紙として用いた。醜形恐怖項目は共変量として使用す

るために尋ねた。 

Body Appreciation Scale-2 日本語版 生田目他  (2017) によって翻訳されたボデ

ィ・アプリシエーションを評価する尺度を用いた。10 項目 5 件法で構成されている。 

 ニオイの理想や悩みに関する質問 仮説モデルの検証結果を考察するために，無臭

理想や不快なニオイを放たない理想が達成可能であるか，並びに ORD 症状の有無に

関する 2 項目を Greenberg et al. (2016) に準拠し，尋ねた。 

5) 倫理的配慮 

東北大学大学院教育学研究科倫理審査委員会の承認を得た (ID: 24-1-063)。 

 

結果 

対象者の自分のニオイについての考え 

対象者の自分のニオイについての認識として，「無臭」と回答した者が最も多く，

46.75%であった。自分のニオイに対する満足度は，「どちらともいえない」と回答し

た者が最も多く，38.50%であった。自分のニオイを変えたいかに関しては，変えたい

と思う者が計 50.00%，変えたいとは思わない者が 32.00%であった。 

ニオイの理想に関しては，身体が無臭であることが自分にとって達成可能と回答し

た者は計 53.75%であった。身体に不快なニオイがないことが自分にとって達成可能と

回答した者は計 62.75%であった。なお，ORD 症状を有している可能性があると示唆

されたのは，108 名 (27.00%) であった。 
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リスク要因の検討 

仮説検証の前に，SATOQ の因子構造，及び信頼性の検討を実施した。項目分析や探

索的因子分析の結果，並びに因子の解釈可能性等をふまえ，「メディアからのプレッシ

ャー」を評価する 7 項目と「無臭理想の内在化」を評価する 5 項目を尺度項目として

採用することとした。12 項目 2 因子モデルを想定した確認的因子分析の結果を Table 1

に示す。適合度は，comparative fit index が.91, Tucker-Lewis index が .89, root mean square 

error of approximation が .13, standard root mean square residual が .10 であった。信頼性

係数 (α係数) は「メディアからのプレッシャー」項目では .96，「無臭理想の内在化」

項目では .82 であった。なお，「メディアからのプレッシャー」の因子得点に関して

は，7 項目の合計得点を各対象者において算出した結果，最低点である 7 点の者が最

も多く，床効果が生じていた。しかし，一つひとつの項目における得点範囲は全て 1-5

となっており，１つの選択肢に 4 割以上の回答が集中するような項目は存在せず，ヒ

ストグラムの結果からニオイのとらわれ度合いによる分布の違いを検討できる可能性

があると考えられたため，尺度に残すこととした。  

 周囲から理想のニオイになることのプレッシャーを知覚している者ほど，ニオイの

とらわれが高いという仮説 1 においては，相関係数の算出が適切ではないと考えられ

たため，検証は実施しなかった。ただ，探索的にメディアからのプレッシャー得点が

ORD 症状を有している可能性がある群とない群とで異なるかを検討することとした。

ORD 症状を有している可能性は，ORD 症状の有無に関する 2 項目 (Greenberg et al., 

2016) をもとに判断した。メディアからのプレッシャー因子の合計得点 (最小 7 点，

最大 35 点) の中央値を算出した結果，ORD 症状を有していると考えられる群は 22.5

点 (n =108)，ORD 症状を有していないと考えられる群では 14 点であった (n = 292)。

ウィルコクソンの順位和検定を実施したところ，両群の分布に違いがみられ，ORD 症

状を有していると考えられる群の方がメディアからのプレッシャーをより感じている

ことが示唆された (W = 20901, p < .001, r = .25)。 

社会的に理想とされるニオイになることを内在化している者ほど，ニオイへのとら

われが高いという仮説 2 を検証するために，無臭理想の内在化と自己臭恐怖との間の

ピアソンの積率相関係数を算出した。その結果，中程度の正の相関がみられた (r = .39, 

p < .001)。そこで，醜形恐怖の影響を除いた偏相関係数を算出したところ，無臭理想

の内在化と自己臭恐怖との間の相関は弱い正の値を示した( r = .28，p < .001)。  

 

保護要因の検討 

「メディアからのプレッシャー」項目を用いて調整媒介分析を実施することは適切では

ないと考えられたため，仮説 3 の検証は実施しなかった。代わりに，無臭理想の内在化

と自己臭恐怖の関係をボディ・アプリシエーションが調整するかを探索的に検討した。

自己臭関係付け症の予防に関するボディイメージの観点からの検討 

－5－ 

検討にあたっては，従属変数を自己臭恐怖，独立変数を無臭理想の内在化，調整変数をボ

ディ・アプリシエーション，共変量を醜形恐怖とした重回帰分析を行った。その結果，無

臭理想の内在化の高さは自己臭恐怖の高さを予測したが (β = .25, 95%CI [0.16, 0.34]),両者

の関係におけるボディ・アプリシエーションの調整効果はあるとはいえなかった  (β = 

- .02, 95%CI [-0.09, 0.05])。重回帰モデルの自由度調整済み決定係数は  .30 であった  (p 

< .001)。 

 

Table 1 

Sociocultural Attitudes Towards Odor Questionnaire の確認的因子分析の結果 

 
 

考察 

本研究の目的は，ORD の予防を視座におき，若者を対象にニオイのとらわれに関す

るリスク要因，保護要因についてボディイメージの観点から検討することであった。

本研究ではリスク要因として，社会的に理想とされるニオイを内在化すること，及び

理想のニオイになることに対する周囲からのプレッシャーを知覚していること，保護

要因としてボディ・アプリシエーションが高いことを想定した。本研究の結果，若者

全体としては本研究で尋ねた「メディアからのプレッシャー」を知覚している者は少

ないことが明らかとなった。一方で探索的な検討の結果，ORD 症状を有していると考

えられる群とそうでない群とで回答傾向に違いがあり，ORD 症状を有していると考え

られる群の方がメディアからのプレッシャーをより知覚している可能性が示唆され

た。ボディイメージの先行研究では，メディアからのプレッシャーが歴史的にも特に

着目されており (Schaefer et al., 2015)，メディアからのプレッシャーを知覚している

者ほど，食行動異常が強い傾向が報告されている (Jankauskiene & Baceviciene, 2022)。
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えられる群とそうでない群とで回答傾向に違いがあり，ORD 症状を有していると考え

られる群の方がメディアからのプレッシャーをより知覚している可能性が示唆され

た。ボディイメージの先行研究では，メディアからのプレッシャーが歴史的にも特に
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本研究の結果は，身体のニオイの悩みにおいても，メディアからのプレッシャーがリ

スク要因として機能する一つの可能性を示唆している。 

また，「身体が無臭である」という社会的な理想を内在化することの影響に関して

は，無臭理想を内在化している者ほど，自己臭恐怖が高いことが示され，仮説 2 が支

持された。これまでのボディイメージ研究では，痩身理想という多くの者にとって達

成が困難な理想を内在化することが，摂食異常行動をはじめとしたボディイメージの

障害を生じさせると考えられてきた (Thompson et al., 1999)。しかし，本研究の結果は

達成可能と考えられやすい「無臭理想」のような理想であっても，内在化することが

悪影響を及ぼす可能性を示唆している。本研究では，約半数の者が自分の身体のニオ

イを「無臭」と認識しており，身体が無臭であることや身体に不快なニオイがないこ

とが自分にとって達成可能と回答した者も半数以上存在した。このことから，多くの

者が身体が無臭であることは達成できると考えていることが窺える。達成可能と考え

られやすい点がニオイへのとらわれの強さにどのように影響しているのかについて

は，更なる検討が必要である。なお，自己臭恐怖と無臭理想の内在化の関連は強いと

はいえず，自己臭恐怖には無臭理想の内在化以外の要因も関連していることが考えら

れ，他のリスク要因の可能性についても今後の検討が期待される。 

本研究では，分析に適用可能な周囲からのプレッシャーに関する項目が作成でき

ず，仮説 3 を通して保護要因を検討することはできなかった。ただ，探索的に無臭理

想の内在化が高いほど，自己臭恐怖が高いという関係におけるボディ・アプリシェー

ションの調整効果を検討したところ，調整効果はあるとはいえなかった。よって，自

分の身体を尊重していることが必ずしも ORD 症状の予防に繋がるとはいえない可能

性が考えられた。こうした結果は，体型に焦点をあてた先行研究  (Jankauskiene & 

Baceviciene, 2022) とは一致しない結果であり，ニオイという側面の特性もふまえ，今

後の更なる検討が必要といえる。 

以上より，本研究の結果は，ボディイメージの領域で指摘されてきた社会的な理想

の内在化や周囲からのプレッシャーが身体のニオイという文脈においても，否定的な

影響を及ぼす可能性を示唆した。ORD に対する予防支援においては，これらの要因に

着目することが有益となる可能性がある。しかし，本研究は横断調査であるため，因

果関係に関する結論を出すことはできない。よって，社会文化的要因とニオイのとら

われとの関係性については質的研究や縦断研究を用いた更なる検討が求められる。ま

た，本研究では臨床的な ORD 症状ではなく，健常範囲でも体験されうる自己臭恐怖

をもとに，リスク要因や保護要因の検討を行った。そのため，今後は臨床群を対象に

リスク要因，保護要因を検討することも期待される。さらに，本研究で作成した SATOQ

は床効果が生じた下位尺度も存在し，因子構造の適合度，並びに妥当性の検討も十分

とはいえない。本尺度の今後の適用可能性に関しては，より一層の検討が期待される。 

自己臭関係付け症の予防に関するボディイメージの観点からの検討 

－7－ 
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自己臭関係付け症の予防に関するボディイメージの観点からの検討 

－7－ 
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問題と目的 

 

青年期は青年が親から感情的に自立し，自分自身のアイデンティティ（Identity）を形成

する時期であり（Steinberg, 2001），親子間葛藤について子どもは親とは異なった解釈をす

るようになるため，さらに葛藤や対立が増加することが知られている（Smetana,1991）。令

和 4 年における少年による家庭内暴力の認知件数は 4,551 件であり，令和 3 年は減少した

ものの依然増加傾向にある（法務総合研究所，2023）。主たる関与者を就学・就労状況別

にみると，中学生と高校生がほとんどを占めている。親に対する攻撃性のリスク要因とし

て，親を暴行する友人の存在や非行を肯定する姿勢，親と疎遠な関係にあること（Agnew 

& Huguley, 1989），及び親の懲罰的な育児や経済的状況等が挙げられている（Pagani et al, 

2009）。しかしながら，欧米と比較して青年の親に対する攻撃性について検討した研究は

少ないのが現状である（板倉，2012）。そこで板倉（2012）は青年の親への攻撃や暴力を

低減させるために操作可能な要因にアプローチする重要性を述べた上で，大学生を対象に

家庭内勢力の観点から青年の攻撃性について検討している。上記の議論を踏まえると青年

の親に対する攻撃性は，親の養育態度と密接な関係にあるといえる。 

 

Symonds の養育態度モデル  

Symonds（1939）は親の養育態度を「愛情」と「統制」の 2 次元から 4 つのタイプに分

類している。子どもの行動や考えに無関心で思いやりがない無視型（neglect），子どもの
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